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ポイント１

7 未来を表す表現

1 「〜するつもりです」「〜するでしょう」と未来のことを表すとき、〈will＋動詞の原形〉を使います。
 lIt will be rainy tomorrow.（明日は雨でしょう）
 lThis train will leave soon.（この列車はまもなく発車します）

2 willを使った文の疑問文は、willを主語の前に出します。
 lWill it be rainy tomorrow?（明日は雨ですか）

3 willを使った文の否定文は、willのあとにnotを置きます。will notの短縮形はwon’tとなります。
 lIt won’t [will not] be rainy tomorrow.（明日は雨ではないでしょう）

1 〈be動詞＋going＋to＋動詞の原形〉で、未来のことを表す表現になります。
 lI am going to paint a picture this weekend.（私はこの週末に絵を描くつもりです）

2 �「〜してくれませんか」と相手に何かを依頼するとき、〈Will you＋動詞の原形？〉が使われます。
 「（私が）〜しましょうか」と相手の意向をたずねるとき、〈Shall I＋動詞の原形？〉が使われます。
 lWill you open the door?（ドアをあけてくれませんか）
 lShall I open the window?（窓をあけましょうか）

次の文を疑問文、否定文に書きかえるとき、　　　　　に適当な語を書きましょう。

次の　　　　　に、(1)～ (4)はam、are、isから、(5) (6)はwill you、shall I から適当な語
句を選び、書きましょう。

(1) It will be cloudy tomorrow.

 〔疑問文〕　　　　　　　 　　　　　　　 be cloudy tomorrow?

 〔否定文〕It 　　　　　　　　 　　　　　　　 cloudy tomorrow.

(2) He will write a letter to you.

 〔疑問文〕　　　　　　　 　　　　　　　 write a letter to you?

 〔否定文〕He 　　　　　　　　 　　　　　　　 a letter to you.

(1) He 　　　　　　　　　　 going to play volleyball after school.

(2) I 　　　　　　　　　　 going to go to the movies tonight.

(3) 　　　　　　　　　　 you going to study science this afternoon?

(4) Ken and Tom 　　　　　　　　　　 going to play video games.

(5) 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 take me to the hospital?

(6) 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 go with you?
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